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公募推薦入試〔総合評価型〕は、調査書や英語資格検定試験、得意科目が活かせる入試方式があります。入
試方式と学部・学科・課程・専攻・領域を組み合わせて出願することで、合格のチャンスを広げることがで
きます。１日の試験で最大６出願が可能です。

１日の試験日に複数出願する場合の例

同じ試験日に文系型と理系型の両方を使って出願することはできません。

①英語力を活かして受験したい。

国際学部
国際文化学科

英語資格試験利用方式
35,000円 10,000円

国際学部
国際文化学科
英語重視方式

10,000円

国際学部
グローバルスタディーズ学科
英語資格試験利用方式

10,000円

国際学部
グローバルスタディーズ学科

英語重視方式
10,000円

文学部
英語英米文学科

英語資格試験利用方式
10,000円

文学部
英語英米文学科
英語重視方式

１出願目 ２出願目 ３出願目 ４出願目 ５出願目 ６出願目

②複数の学部・学科・課程・専攻・領域に出願したい。

心理学部
２科目方式

35,000円 10,000円

経済学部
２科目方式

10,000円

経営学部
商学科
２科目方式

10,000円

政策学部
２科目方式

10,000円

社会学部
総合社会学科
現代社会領域
２科目方式

10,000円

社会学部
総合社会学科

文化・メディア領域
２科目方式

１出願目 ２出願目 ３出願目 ４出願目 ５出願目 ６出願目

③複数の入試方式で出願したい。

経済学部
スタンダード方式

35,000円 10,000円

経済学部
２科目方式

10,000円

経済学部
高得点科目重視方式

10,000円

経営学部
経営学科

スタンダード方式
10,000円

経営学部
商学科
２科目方式

10,000円

経営学部
商学科

高得点科目重視方式

１出願目 ２出願目 ３出願目 ４出願目 ５出願目 ６出願目

理工学部※
応用化学課程

高得点科目重視方式
35,000円 10,000円

環境サステナビリティ学部※
環境サステナビリティ学科
高得点科目重視方式

10,000円

農学部
生命科学科

高得点科目重視方式
10,000円

農学部
農学科

高得点科目重視方式
10,000円

農学部
食品栄養学科

高得点科目重視方式
10,000円

農学部
食料農業システム学科
高得点科目重視方式

１出願目 ２出願目 ３出願目 ４出願目 ５出願目 ６出願目

１日目～３日目を、同じ組み合わせでも異なる組み合わせでも出願することが可能です。

複数出願で、合格率が高まります。
2026年度公募推薦入試における
出願数別合格率

出願数

28.0%
36.7%32.2%

1～2 3～4 5～

複数出願することで合格率が高まります。
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文
系
型
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※環境サステナビリティ学部：2027年4月新設／理工学部：2027年4月、「先端理工学部」より名称変更

公募推薦入試 出願パターン〔総合評価型〕

マーク式（70分）
10：40～11：50

記述式（60分）
13：10～14：10

記述式（60分）
13：10～14：10

マーク式（70分）
10：40～11：50

マーク式（60分）
13：10～14：10

マーク式（60分）
13：10～14：10

マーク式（70分）
10：40～11：50

記述式（60分）
13：10～14：10

英語

数学⑴

記述式（60分）
13：10～14：10数学⑵

入試方式により、受験が必要な教科・科目は異なります。
P.16の「入試方式」、P.17「科目・配点」とあわせてご確認ください。

文系型

英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ

マーク式（70分）
10：40～11：50

現代の国語・言語文化・論理国語・古典探究（いずれも漢文除く）マーク式（60分）
13：10～14：10

英語

国語

高等学校における学習成績（全体の学習成績の状況）を10倍に換算します。※スタンダード方式のみ調査書

P.16の〈英語資格検定試験 得点換算表〉をご確認ください。英語資格検定試験

英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ

数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学 A（図形の性質・場合の数と確率）・数学 B（数列）・
数学 C（ベクトル・平面上の曲線と複素数平面）

数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学 A（図形の性質・場合の数と確率）・数学 B（数列）・数学 C（ベクトル）

マーク式（60分）
13：10～14：10理科 化学（化学基礎・化学）、生物（生物基礎・生物）

（出願資格）
次の① または②と、③に該当する者。
① 高等学校もしくは中等教育学校を、2023年度以降に卒業した者、および2026年３月卒業見込みの者。
② 通常の課程による12年の学校教育を、2023年度以降に卒業（修了）した者、および2026年３月卒業（修了）見込みの者。
③ 学業、人物、ともに優秀で、出身高等学校長もしくは中等教育学校長が推薦する者。

（推薦基準）
本学のアドミッション・ポリシー〔公募推薦入試（総合評価型）〕をよく理解しており、入学への志や熱意を有していると認められる者。
調査書に記載している学習成績の状況から、総合的な基礎学力および適性を有していると認められる者。

【朝鮮高級学校：12 校】
北海道朝鮮初中高級学校、東北朝鮮初中高級学校、茨城朝鮮初中高級学校、東京朝鮮中高級学校、神奈川朝鮮中高級学校、愛知朝鮮中高級学校、
京都朝鮮中高級学校、大阪朝鮮高級学校、神戸朝鮮高級学校、広島朝鮮初中高級学校、山口朝鮮高級学校、九州朝鮮中高級学校

本学では以下の学校を2023年度以降に修了した者および2026年３月31日までに修了見込みの者については出願資格を認めています

理系型

公募推薦入試〔総合評価型〕
１. 各学部・学科・課程・専攻・領域において、入試型・方式毎に合否を判定します。

２. スタンダード方式 受験者
事前課題を提出し、指定するすべての試験科目を受験した者を対象とし、①事前課題である「大学入学希望理由」の内容、②指定する教科・科目の合計点に受
験者の高等学校における学習成績（全体の学習成績の状況）の10倍〔50点満点〕を加算した点数、これら①と②をもとに総合的に合否を判定します。

（１）

英語資格試験利用方式 受験者
事前課題を提出し、指定するすべての試験科目を受験した者を対象とし、①事前課題である「大学入学希望理由」の内容、②指定する教科・科目の合計点に、英
語資格検定試験のスコア〔100点満点〕を加算した点数、これら①と②をもとに総合的に合否を判定します。

（２）

教科・科目の点数については、試験日や選択科目間で「中央値補正法」等による得点調整を行います。中央値は50点。３.

※先端理工学部は、出願する課程により選択可能な科目に制限があります。不適切な科目を選択してしまうと、当該科目は欠席扱いとなり合否の判定対象となりません。
例えば、数理・情報科学課程と応用化学課程に出願し、2時限目で「数学（２）」を選択解答した場合、応用化学課程は出席として扱いますが、数理・情報科学課程は欠席扱いとなり
合否の判定対象となりません。

２科目方式・高得点科目重視方式・英語重視方式 受験者
事前課題を提出し、指定するすべての試験科目を受験した者を対象とし、①事前課題である「大学入学希望理由」の内容、②指定する教科・科目の合計点、これ
ら①と②をもとに総合的に合否を判定します。

（３）

解答方式・試験時間・試験内容

出願資格・推薦基準

合否判定

※試験開始20分前の説明開始時刻までに指定の試験室に入室してください。

※試験開始20分前の説明開始時刻までに指定の試験室に入室してください。

出願パターン

英語

数学⑴

数学⑵

入試方式により、受験が必要な教科・科目は異なります。
P.16の「入試方式」、P.17「科目・配点」とあわせてご確認ください。

文系型

英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ

現代の国語・言語文化・論理国語・古典探究（いずれも漢文除く）

英語

国語

高等学校における学習成績（全体の学習成績の状況）を10倍に換算します。※スタンダード方式のみ調査書

P.16の〈英語資格検定試験 得点換算表〉をご確認ください。英語資格検定試験

英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ

数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学 A（図形の性質・場合の数と確率）・数学 B（数列）・
数学 C（ベクトル・平面上の曲線と複素数平面）

数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学 A（図形の性質・場合の数と確率）・数学 B（数列）・数学 C（ベクトル）

理科 化学（化学基礎・化学）、生物（生物基礎・生物）

（出願資格）
次の① または②と、③に該当する者。
① 高等学校もしくは中等教育学校を、2024年度以降に卒業した者、および2027年３月卒業見込みの者。
② 通常の課程による12年の学校教育を、2024年度以降に卒業（修了）した者、および2027年３月卒業（修了）見込みの者。
③ 学業、人物、ともに優秀で、出身高等学校長もしくは中等教育学校長が推薦する者。

情報学部の文系型に出願する場合は上記の①および③に加えて次の④および⑤に該当する者。
④ 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A、数学B（または、理数数学Ⅰ、理数数学Ⅱ）を履修している者。
⑤ 次の（1）・（2）いずれかに該当する者

（1）「数学」（または、理数の数学に関する科目）の学習成績の状況（評定平均値）が4.0以上である。
（2）「数学」（または、理数の数学に関する科目）の学習成績の状況（評定平均値）が3.8以上かつ「情報Ⅰ」の学習成績の状況（評定平均値）が4以上

である。
（推薦基準）

本学のアドミッション・ポリシー〔公募推薦入試（総合評価型）〕をよく理解しており、入学への志や熱意を有していると認められる者。
調査書に記載している学習成績の状況から、総合的な基礎学力および適性を有していると認められる者。

【朝鮮高級学校：12 校】
北海道朝鮮初中高級学校、東北朝鮮初中高級学校、茨城朝鮮初中高級学校、東京朝鮮中高級学校、神奈川朝鮮中高級学校、愛知朝鮮中高級学校、
京都朝鮮中高級学校、大阪朝鮮高級学校、神戸朝鮮高級学校、広島朝鮮初中高級学校、山口朝鮮高級学校、九州朝鮮中高級学校

本学では以下の学校を2024年度以降に修了した者および2027年３月31日までに修了見込みの者については出願資格を認めています

理系型

解答方式・試験時間・試験内容

出願資格・推薦基準

公募推薦入試〔総合評価型〕
１. 各学部・学科・課程・専攻・領域において、入試型・方式毎に合否を判定します。

２. スタンダード方式 受験者
事前課題を提出し、指定するすべての試験科目を受験した者を対象とし、①事前課題である「大学入学希望理由」の内容、②指定する教科・科目の合計点に受
験者の高等学校における学習成績（全体の学習成績の状況）の10倍〔50点満点〕を加算した点数、これら①と②をもとに総合的に合否を判定します。

（１）

英語資格試験利用方式 受験者
事前課題を提出し、指定するすべての試験科目を受験した者を対象とし、①事前課題である「大学入学希望理由」の内容、②指定する教科・科目の合計点に、英
語資格検定試験のスコア〔100点満点〕を加算した点数、これら①と②をもとに総合的に合否を判定します。

（２）

教科・科目の点数については、試験日や選択科目間で「中央値補正法」等による得点調整を行います。中央値は50点。３.

●情報学部※・理工学部※は、出願する課程により選択可能な科目に制限があります。不適切な科目を選択してしまうと、当該科目は欠席扱いとなり合否の判定対象となりません。
例えば、理工学部※の数理・情報科学課程と応用化学課程に出願し、2時限目で「数学（２）」を選択解答した場合、応用化学課程は出席として扱いますが、数理・情報科学課程は欠席扱いとな
り合否の判定対象となりません。

２科目方式・高得点科目重視方式・英語重視方式 受験者
事前課題を提出し、指定するすべての試験科目を受験した者を対象とし、①事前課題である「大学入学希望理由」の内容、②指定する教科・科目の合計点、これ
ら①と②をもとに総合的に合否を判定します。

（３）

合否判定

※環境サステナビリティ学部・情報学部：2027年4月新設／理工学部：2027年4月、「先端理工学部」より名称変更


